
試行的評価に関する検証の概念図

＜大学の質の向上＞
大学等の教育研究活動の改善

＜アカウンタビリティ＞
広く国民の理解と支持が得ら

れるよう支援・促進

複数の評価手法による多
面的な評価

目的及び目標に即した評
価

自己評価に基づく評価
ピア・レビューに重点を
置いた評価

実施体制
・大学評価委員会，専門委員会，評価チーム・部会
・事務局のサポート体制
・機構の改善システム

評価に関する投入量
評価の内容及び方
法の周知・公表

評価の構造
・評価項目・要素ごとの評価
・活動の分類ごとの評価
・判断基準・目安
・水準の記述

対象機関側の負担

評価方法の提示
・自己評価実施要項，評価実施手引書，評価作業マニュアル
・大学評価説明会
・目的及び目標に関する事前調査
・評価担当者に対する研修

評価の実施
・書面調査
・根拠資料・データ
・ヒアリング及び訪問調査

評価結果の決定
と意見の申立て

効率的な評価 透明性の高い評価

試行的評価の目的

評価の実施体制 機構側 対象機関側

評価プロセス

評価の基本的枠組み

目的

評価の実施

結果

自己評価に関する投入量自己評価の体制

大学等の個性を伸ば
す評価

大学等の主体的な改
善を促す評価

公平な評価
社会が大学等の状況を
把握できる評価

持続可能な評価

目的を達成するための具体的な課題

目標

自己評価の実施

機構及び評価者の負担

機構による評価報告書
の公表方法

成果

評価手法の改善

機構及び評価者

評価経験の蓄積自己評価の質の向上
マスメディアにおけ
る報道

Web等による評価結
果の利用

教育・研究活動の改
善への取組

意識の変化
・改善や説明責任
・組織的なマネジメントの必

要性

評価の趣旨・制度等
の浸透 機関の個性の進展

「評価」に関する理
解

対象機関の状況につ
いての理解や支持

政府及び公的機関に
よる評価結果の活用

評価報告書の内容・結果

目標の達成状況や方
法の適切性の把握

評価経験の蓄積
教育・研究活動等の
詳細な状況の把握

満足度・負担感 満足度・負担感 満足度

入学志願者等による
評価結果の活用

産業界による評価結
果の活用

社会対象機関

＜大学の質の向上＞
大学等の教育研究活動の改善

＜アカウンタビリティ＞
広く国民の理解と支持が得ら

れるよう支援・促進

試行的評価の目的の達成

　＜その他の留意点＞

　・外部要因により，成果に及ぼす影響が生じたのか？
　・予期しなかった結果・成果はないのか？

予想外の正又は負の結果

予想外の正又は負の成果

適切な評価単位ごとの評
価

 適切なフィードバック・
 公表

明確な根拠に基づく評価

外部要因


